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〔業務用生ごみ処理機〕
（約２０％に減量・乾燥）

堆肥化・特殊肥料化、飼料化

Ｂ方式Ｂ方式１． 食品リサイクルシステムの現状

ＮＰＯ法人 日本食品リサイクルネットワーク

日本食品リサイクルネットワーク
内閣府認証 NPO法人

日本食品リサイクルネットワーク
内閣府認証 NPO法人

農家（湘南・那須たんぽぽ村）

食品関連事業者

資源化

たんぽぽ村が買取・運搬

有機農産物や花卉に利用

有機農産物の流通・販売

・コーディネイト

・コーディネイト、

〔社員食堂の食材として利用〕
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２． 食品リサイクルシステムの課題

①食品関連事業者の課題
１. 廃棄物として従来どうりに行うほうがコスト的・労力的に容易。
２. 肥料・飼料としてのリサイクルを行いたくても農家との接点が無い。

②農家に関する課題
１．食品残渣生成物の発生と利用の量と時期にミスマッチがある。
２．食品残渣生成物の引取りにコストがかかる。
３．肥料・飼料として使用することへの有効性（コスト・品質）の啓発が必要。

③食品残渣利用農産物の流通・販売
１.農家と事業者との農産物直接取引の接点が必要。
２.農産物の価値が市場で評価されるまでに時間がかかる。






